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漢字
かんじ

は、古代人
こだいじん

の知恵
ち え

の結晶
けっしょう

、時空
じくう

を超えた
こ え た

贈り物
おくりもの

です。 

身近
みぢか

な物
もの

と漢字
かんじ

の結
むす

びつきを探る
さぐる

、京都
きょうと

・東京
とうきょう

などで評判
ひょうばん

の「漢字
かんじ

探検隊
たんけんたい

」を福岡
ふくおか

で開催
かいさい

いたします。人間
にんげん

と神
かみ

との関
かか

わりからできた漢字
かんじ

の成
な

り立
た

ちを、太宰府
だ ざ い ふ

天満宮
てんまんぐう

を参拝
さんぱい

しなが

ら学
まな

びます。特
とく

別
べつ

にお祓
はら

いを受
う

けることができます。 

小学生
しょうがくせい

およびその引率者
いんそつしゃ

が対象
たいしょう

の親子
おや こ

の部
ぶ

と、中学生
ちゅうがくせい

以上
いじょう

が対象
たいしょう

の一般
いっぱん

の部
ぶ

との二部
に ぶ

構成
こうせい

です。 

日
にち

  時
じ

 2010年
ねん

10 月 31 日（日
にち

） 

     一般の部(中学生以上) 10 時～12 時 

     親子の部       13 時 30 分～15 時 30 分 

集合
しゅうごう

場
ば

所
しょ

  総合
そうごう

案
あん

内所
ないしょ

 

 

申
もう

し込
こ

み 費用は、1,000 円（小学生以上 資料代・正式参拝初穂料込み） 

     ※当日受付時に徴収 

     定員は、各回 40名
めい

。先着順
せんちゃくじゅん

。 

葉書、ファクス、Ｅ-mail にて、以下の項目を記入して下記まで送ってください。 

     ①氏名②年齢③お子様は学校名・学年④連絡先（電話・ファクス番号、Ｅ-mail アドレス等） 

  

問い合わせ 立命
りつめい

館
かん

大学
だいがく

白川
しらかわ

静
しずか

記念
き ね ん

東洋
とうよう

文字
も じ

文化
ぶ ん か

研究所
けんきゅうしょ

      参参加加者者
さんかしゃ

ににはは、、 

申し込み先 〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1                       漢漢字字
か ん じ

カカーードドをを 

電話 075-465-8151 ファクス 075-465-7899          差差
さ

しし上上
あ

げげまますす 

      Ｅ-mail toyomoji@st.ritsumei.ac.jp                     

mailto:toyomoji@st.ritsumei.ac.jp


  

漢漢字字探探検検隊隊っってて何何??  

 「血
ち

」は、どうして「皿
さら

」に「丶」が付
つ

いているの? 

「雲
くも

」の下
した

についている「云」って何?

 色
いろ

を表
あらわ

す字に「いとへん」や「くさかんむり」のつくものが多
おお

いのはなぜ? 紅
べに

 藍
あい

 緑
みどり

こんなことを考
かんが

えたことはありませんか。漢字ができたのは、大昔の中国です。でも、わざわざ

中国へ行
い

かなくても、今
いま

の福岡でその答
こた

えを見
み

つけることができます。「京都漢字探検隊」は、教室
きょうしつ

から飛
と

び出
だ

して、みんなで漢字の謎
なぞ

を探
さぐ

ります。  

おうちの方へ 

「人」「動物」「気象」「衣服」等、毎回一つのものをテーマとして、公共施設等を見学、実物を見学し

たり体験したりして、漢字の成り立ちを学習します。 

※漢字と各分野の専門家による解説を行います。 

 

 

白白川川静静っってて誰誰??  

 漢字の成
な

り立ちを調
しら

べると、大昔
おおむかし

の人の暮
く

らし方や考え方が分
わ

かります。これまでは、2000

年前の字書に書かれていた成り立ちを、後
のち

の人もずっとそうだと考えていました。 

しかし、「そうではない」と自分
じ ぶ ん

の考えを表したのが白川静先生です。およそ 50 年前のこ

とです。白川先生は、大昔の人が亀
かめ

の甲羅
こ う ら

や獣
けもの

の骨
ほね

に刻
きざ

んだ字を研究
けんきゅう

して、漢字の成り立

ちについての新しい考えを発表
はっぴょう

しました。 

おうちの方へ 

白川静博士（1910-2006）は、漢字研究の第一人者。中国古代人の生活や信仰にまで踏み込

んで古代文字を分析。漢字の成り立ちについて、2000 年来の解釈を覆す理論を打ち立てまし

た。立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所は、白川博士の研究成果を元に、東洋文字文

化について広く社会一般を対象とした教育と普及を行い、また学術研究の分野において東洋

文字文化研究の振興と高度化を図ることを目的に活動を行っています。 

 

  


